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国語科学習デザイン学会設立総会・第１回研究大会 プログラム

主催 国語科学習デザイン学会 協賛 学校図書株式会社

玉川国語教育研究会

１ 日 時 2018 年 1 月 7 日（日） 9 時 30分（受付開始）～ 15 時 30分
２ 会 場 玉川大学大学研究室棟Ｂ１０４・Ｂ１０７・Ｂ１０１

３ 日 程 受 付 9：30 ～
理 事 会 9：45 ～ 10：00 Ｂ１０１

設立総会 10：05 ～ 10：25 Ｂ１０４

研究発表① 10：30 ～ 11：00 Ｂ１０４／Ｂ１０７／Ｂ１０１

研究発表② 11：00 ～ 11：30
研究発表③ 11：30 ～ 12：00
休憩

研究発表④ 13：00 ～ 13：30
研究発表⑤ 13：30 ～ 14：00
研究発表⑥ 14：00 ～ 14：30
交 流 会 14：40 ～ 15：30 Ｂ１０１

４ 研究発表

Ｂ１０４ 司会 ①～③井上功太郎・五十嵐啓滋 ④～⑥西田太郎・桃原千英子

① 「空中ブランコ乗りのキキ」の教材分析と読みの交流のための〈問い〉

井上功太郎（足立区立第十三中学校）

「空中ブランコ乗りのキキ」（別役実）は、作中人物に寄り添って読むことも語り手に

寄り添って読むこともできるという語りの構造を持っている。また、超自然的な要素が含

まれており、一貫して現実的なテクストとして読むか、超自然的な要素を重視して読むの

かというジャンルの把握の違いによっても読みが異なる。このような教材の特徴を生かし、

読みの違いを明確にするような〈問い〉を提出する。

② 自分事として意見文の書き方を学ぶ単元構成の工夫

五十嵐啓滋（上越教育大学教職大学院）

小学校での意見文の学習では事実と意見を区別するという指導が行われているが、主張

と主張を支える事実、事実に対する自分の解釈の整合性についても学ぶ必要がある。小学

校高学年という発達段階を考慮すると初めから環境問題等の社会的に重要なテーマで学習

するには、既有知識不足や調べる手間等により負担が大きい。身近なテーマで意見の述べ

方を学習することで、述べる内容の整合性と述べ方に重点をおいた指導が可能になる。

③ 長期的な再読の分析と得られる効果
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細原真実子（うるま市立与勝中学校）

本研究では、執筆者が中学校一年生から高校三年生までの間に行った再読の学習につい

て、リチャード・ビーチ（1998）の「五つのパースペクティヴ」に照らし合わせて分析し、
その結果に基づいて、長期的な再読が自己にもたらす効果を検証した。

④ 「おにたのぼうし」における学習者に内在する問いの分析・考察

西田太郎（ 品川区立台場小学校）

松本修（玉川大学教職大学院）

「おにたのぼうし」には、読みの学習において着目すべき空所がある。本研究では、空

所の機能が賦活される問いとそれを可能にする語りの検討を基に、学習者に内在する問い

用いて、「おにたのぼうし」における空所と語りをめぐる読みの学習に必要なプロセスを

検討した。その結果、学習者が必然的に着目する空所と、それを補填する解釈の流れを生

み出すために必要な、語りの特徴に気付かせる問いと学習デザインが明らかになった。

⑤ マンガを活用した小説の時制理解と指導の改善

桃原千英子（沖縄国際大学総合文化学部日本文化学科）

文学作品の語り手を把握する学習として、学校図書の教科書ではマンガの一場面を用い

て、①心中思惟、②語り手の説明、③作中人物の言葉の三つの語りから、作品構造を考え

る言語活動が、中学三年次に組まれている。それを援用し、三つの語りの中で時制が異な

るものはどれか考えさせる学習を行った所、時制の把握を誤る学習者が見られた。大学生

の読みの実態をもとに、語りの時制を誤る原因と、学習デザインの改善案を提起する。

⑥ 国語科における ICT活用の有用性―書くという視点から考える―（1）
本田容子（盛岡大学文学部児童教育学科）

現在、教科指導における ICT 活用は喫緊の課題となっている。書くことには文・文章
を書くだけではなく文字を書くこと（書字）も含まれ、伝統的な言語文化の視点からみて

も書くという視点から考えることは重要である。従来、児童・生徒は授業の中で教師の文

字（板書）を見ながら、書く過程を通して言葉、そして学習内容を学んでいる。板書によ

る提示と ICT による提示とではそれぞれに特徴があり、本研究ではその有用性について
考察する。

Ｂ１０７ 司会 ①～③寺島元子・江崎一紀 ④～⑥小川高広・上月康広

① 「〈自分ごと〉認識」で読む国語科「伝記」指導の開発

江崎一紀（玉川大学教職大学院）

伝記学習の課題は、「自分の経験と関連付けることが難しい。「生き方」の考え方が分

からない。」とされている。「人物の行動や生き方と、自分の経験や考えなどとの共通点

や相違点を見付ける」ということは、内容的な読みに、読み手自身が加わるということ、

つまり主体的な読みを行うということである。主体的な読みを行い、自分の生き方に活か
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して読む方法を〈自分ごと〉認識により可能にし、伝記学習の課題を解決する。

② 非連続型テキストを用いた「見ること」の学習デザイン

―教科書単元の改善に向けて―

白石桃子（玉川大学教職大学院）

国語科教育の目標は PISA 型の読解力に沿ったものとなっているが、非連続型テキスト
の読みとかかわる部分においては、読解力の向上が不十分である。その一因はビジュアル

リテラシーに焦点化した学習がなされていないことにある。本研究では、非連続型テキス

トを用い、小学校国語科「読むこと」の領域で指導することにより、子どもたちのビジュ

アルリテラシーをどう指導していくべきか、教科書単元の改善を試みた。

③ 「ごんぎつね」における象徴の問い

寺島元子（上越市立春日新田小学校）

「ごんぎつね」の最後の一文中の「けむり」は象徴表現である。これを読みの交流課題

としたところ、小学 4年生でも、多くの学習者が「象徴」について理解し、適切に意味づ
けができるという結果を得た。同時に、「読みの振り返り」の分析により、象徴表現を含

む最後の一文への意味づけが、〈要点駆動〉の読みを引き起こすとともに、物語全体の解

釈に反映する様相も確かめられた。

④ ネット上での討論について検討するメディア・リテラシー学習

小川高広（上越市立高志小学校）

民主的な市民を育てるために、デジタルメディアが送り出すメッセージについて、批判

的に検討して利用したり、コミュニティに参加したりすることができる学習者を育成して

いくことが求められる。そこで本研究では、ネット上での討論について検討する学習につ

いて要点を明らかにすることを目的とした。分析の結果、①人間関係構築によって討論が

促されること、②対面での討論との相違点を認識することが、要点として見出された。

⑤ 小学校中学年における昔話を教材とした「伝統的な言語文化」の学習デザイン

上月康弘（上越教育大学教職大学院）

昔話や民話等の教材の本質的な特質は、伝承や教訓が含まれていることである。それを

とらえようとする活動は、同時に昔の人のものの見方や考え方について考える活動となる。

しかし、昔話を教材とした「伝統的な言語文化」における実践は、１，２年生の低学年に

おいて読み聞かせを聞き、伝統的な言語文化に触れることの楽しさを味わうという活動が

多く、伝承や教訓をとらえていくことにはつながりにくい実態がある。小学校中学年を対

象として、昔話を教材とした「伝統的な言語文化」の学習デザインについて提案する。

⑥ Authentic Learningをめざした「走れメロス」の学習デザインの検討
近藤秀子（上越教育大学教職大学院）

Authentic Learning を実現するために①思考しコミュニケーションする必然性のある文
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脈と②共同的で深い学習（真正の学習）にする対話の設定が必要だと考える。そこで、こ

れを踏まえた「走れメロス」の語りに着目した学習デザインを行った。自主的・自律的に

関わり合う学習の場において、質の高い対話を引き出し、互いの意見に興味をもち、違い

を明確にし、自分の意見を自覚しながら話し合う流れを検討する。

Ｂ１０１ 司会 ①～③稲井達也・井上幸信

① appreciation交流でつくる国語の授業
安達真理子（立教小学校 青山学院大学大学院生（博士前期課程1年））

「主体的・対話的で深い学び」は、教材の特性を生かした真正な問いによって、交流が

豊かに営まれる授業で生まれる。子どもたちが互いの読みのよさを発見し、その根拠と理

由を聴き合い、立場の違いを超えて評価し合いながら、新たな読みを生成する「appreciation
交流（鑑賞的交流）」によって、学びは深まる。そのような、互いの読みや表現物を appreciate
（鑑賞・好意的評価・感謝）しながら読み合い、「学びに向かう力・人間性等」を育む実

践を提案したい。

② 新学習指導要領ベースの国語科学習デザイン

井上幸信（新潟市立万代長嶺小学校）

国語教育について専門性をもたない授業者が国語授業、特に文学的な文章を「読むこと」

の授業を構想する際に必要となるであろう要件を、二人の小学校教諭へのインタビューを

基に措定した。また、その要件を満たす国語科学習デザインの手続きを仮設し、それに則

って実践した授業の分析を通して、より多くの授業者に資する手続きのあり方を検討した。

本研究は、大量採用時代の新学習指導要領下での授業づくりを志向したものである。

③ 漱石『こころ』の読みの空白を埋める演劇の導入の試み

稲井達也（日本女子体育大学）

畑 綾乃（東京都立小石川中等教育学校）

漱石『こころ』は高校国語科の安定教材であり、高校生には人気の高い作品である。教

科書には先生の遺書の部分が再録されている。あくまでも先生の視点から叙述さているた

め、先生と K とのやりとりを理解する上で「読みの空白」ともいえるようなが多様な解
釈を生じる場面が存在している。実践事例となる授業は、このテクストの特性を生かした

ものである。授業では学習者主体による読みの交流を中心にしながら、多様な解釈のなさ

れる場面に焦点を当て、演劇表現による解釈の表出という言語活動を通して、読みの深化

を目指したものである。テクストの解釈を具体化させる方法としての演劇の可能性や、演

劇表現ゆえの課題について考察する。


